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千代田区議会における決算審査の流れ

決算特別委員会（定員25名）

平成30年度千代田区各会計歳入歳出決算の審査意見
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地方自治法第 233 条第 2 項の規定により、平成 30 年度千代田区
各会計歳入歳出決算書、同各会計歳入歳出決算事項別明細書、同
各会計実質収支に関する調書、同財産に関する調書及び関係書類
を審査した結果、次の通り意見を付します。
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平成30年度各会計決算の審査を3
つの分科会（企画総務分科会、地
域文教分科会、保健福祉分科会）
での分割調査を行いました。調査
した後に、全議員で構成される総
括質疑で、735億円余の平成30年
度予算の執行率など各会計決算の
審査を行います。
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千代田区監査委員　桜井ただし



オリンピック・パラリンピック対策特別委員会（定数１２名）
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地方自治法第 110 条第 1 項の
規定により特定の問題を調査
する必要のある場合、本会議
の議決により設置する委員会。
千代田区議会では現在４つの
特別委員会を設置。
毎年、決算については決算特
別委員会。次年度予算や補正
予算については予算特別委員
会を設置。
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調査事項▷文化財の保存・活用に関する調査

調査事項▷まちづくりに関する諸計画（都市計画マスタープラン、景観計画、緑の基本計画、駐車場整備計画）及び地域まちづくりの動向に関する調査事項▷大規模災害時の特別な支援を必要とする人への施策に関する調査

調査事項▷オリンピック・パラリンピックに関する事項

　東京2020、五輪・パラリンピック競技大会の開催を控え、「千代田区オリンピック・パラリンピッ
ク推進プロジェクト」を策定。地域、議会との協議を重ね、「北の丸公園周辺地域基本構想」に基づく、
代官町通り、九段坂公園の整備などの施策に取り組んでいる。一方、区議会では、パラスポーツ
理解推進としての体験イベントへの参加やパラスポーツ専門体育館、パラアリーナの視察を実施。
　開催まで１年半を切った限られた時間内で、継続的な課題として区内開催種目を中心とした気
運醸成事業、特にパラリンピックの成功とパラスポーツ推進のためのイベント開催と応援体制、
期間中の災害対策とごみ対策のための取り組み、交通機関、会場周辺の混雑対策、熱中症・ヒー
トアイランド対策、ボランティアの募集・育成を行う必要がある。大会終了後も成熟した都市と
してユニバーサルデザインの推進に取り組む必要があり、具体的な検討を行う必要があるため特
別委員会を設置。〈設置理由要旨〉

　千代田区では、地域特性を生かした魅力あるまちづくりの創設に向け、区民や事業者など、多様な主体とと
もにまちづくりに取り組んでいる。住民、企業、行政が協働で進めるまちづくりの方向性を定めた現行の都市
計画マスタープランは平成10年に策定され、その目標年次は平成30年（2018年）から令和2年度（2020年度）
までとなっている。策定から20年以上が経過する中で、人口の増加、大規模災害のリスクの高まり、ユニバー
サル社会の進展、環境に配慮した持続可能なまちづくりの推進など、課題は高度多様化してきた。また、都市
化が進んだ千代田区では、老朽化した市街地の機能更新が喫緊の課題となっていることから、平成 30年度より
マスタープランの改定作業に着手をしてる。また、緑の基本計画、駐車場整備計画の改定も予定されています。
本年４月１日から、区は地域における景観行政を担う景観行政団体へ移行した。景観法に基づき、景観行政団体
として景観行政を推進するために、今後、景観計画の策定が必要であり、都市計画マスタープランの改定や諸
計画との関連を確認しながら、その進捗状況等を確認していく必要がある。皇居を擁する本区にふさわしく、
かつ地域の方々の意見や諸課題を踏まえたまちづくり及び都市景観について、精力的かつ詳細な調査を行うた
め、特別委員会の設置。〈設置理由要旨〉

　千代田区は、江戸開府以来の長きにわたり、政治・経済・文化の中心として発展し、郷土の歴
史を伝える文化財や歴史的資料、伝統工芸など数多くの文化資源を有している。この貴重な文化
資源が時代の変遷の中にあっても滅失や散逸等、価値を損なわずに保存・活用され、次代を担う人々
に正しく継承していくことが区の責務であります。しかしながら、平成 31年度当初予算審議にお
いて、長年にわたり文化財台帳が未整備であったことや、資料などの温湿度管理が一部不適切で
あり、適正な保管をするための設備が十分でないことなどの関連事項の予算執行に対する附帯決
議が全員一致で議決した。また、「教育と文化のまち千代田区宣言」を踏まえ、区民の財産であり、
貴重な文化財の本質的な価値が毀損されないよう、計画的に有形、無形を含めた現状の把握を行い、
文化財に係る専門的知見を有する学識経験者や学芸員などの人材確保や収蔵設備の再整備、文化
財の利活用の促進など、全庁的に取り組むことが不可欠であり特別委員会を設置。〈設置理由要旨〉

　近年、東日本大震災や熊本地震、台風による土砂災害、水害など、多くの自然災害が発生し、
日常生活や社会基盤に甚大な被害をもたらし、復旧・復興が大きな課題となっている。また、災
害発生時に避難行動や避難生活において特別な援助や支援が必要な高齢者や障害者など、要配慮
者への適切な対応や、復旧・復興に当たって長期化する避難生活や生活再建に至る段階での特別
なニーズがクローズアップされてきている。さらには、災害時に福祉施設が入所者や利用者に必
要なサービスを提供するための対策も大きな課題となっている。
　千代田区では平成30年に千代田区災害対策事業計画（2018 ～ 2024年度）を策定し、風水害対策、
火山対策を新たに施策目標に加え減災のまちづくりを進めており、女性や災害時要配慮者に配慮
した備蓄物資の整備にも力を入れている。しかし、避難行動、長期間の避難生活、避難生活終了
後の生活再建の各段階における課題や災害時要配慮者のニーズの把握と必要な支援及び避難所の
あり方についても検討し、対策を講じていく必要があり、特別委員会を設置。〈設置理由要旨〉
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地方自治法第 110 条第 1 項の
規定により特定の問題を調査
する必要のある場合、本会議
の議決により設置する委員会。
千代田区議会では現在４つの
特別委員会を設置。
毎年、決算については決算特
別委員会。次年度予算や補正
予算については予算特別委員
会を設置。
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調査事項▷文化財の保存・活用に関する調査

調査事項▷まちづくりに関する諸計画（都市計画マスタープラン、景観計画、緑の基本計画、駐車場整備計画）及び地域まちづくりの動向に関する調査事項▷大規模災害時の特別な支援を必要とする人への施策に関する調査

調査事項▷オリンピック・パラリンピックに関する事項

　東京2020、五輪・パラリンピック競技大会の開催を控え、「千代田区オリンピック・パラリンピッ
ク推進プロジェクト」を策定。地域、議会との協議を重ね、「北の丸公園周辺地域基本構想」に基づく、
代官町通り、九段坂公園の整備などの施策に取り組んでいる。一方、区議会では、パラスポーツ
理解推進としての体験イベントへの参加やパラスポーツ専門体育館、パラアリーナの視察を実施。
　開催まで１年半を切った限られた時間内で、継続的な課題として区内開催種目を中心とした気
運醸成事業、特にパラリンピックの成功とパラスポーツ推進のためのイベント開催と応援体制、
期間中の災害対策とごみ対策のための取り組み、交通機関、会場周辺の混雑対策、熱中症・ヒー
トアイランド対策、ボランティアの募集・育成を行う必要がある。大会終了後も成熟した都市と
してユニバーサルデザインの推進に取り組む必要があり、具体的な検討を行う必要があるため特
別委員会を設置。〈設置理由要旨〉

　千代田区では、地域特性を生かした魅力あるまちづくりの創設に向け、区民や事業者など、多様な主体とと
もにまちづくりに取り組んでいる。住民、企業、行政が協働で進めるまちづくりの方向性を定めた現行の都市
計画マスタープランは平成10年に策定され、その目標年次は平成30年（2018年）から令和2年度（2020年度）
までとなっている。策定から20年以上が経過する中で、人口の増加、大規模災害のリスクの高まり、ユニバー
サル社会の進展、環境に配慮した持続可能なまちづくりの推進など、課題は高度多様化してきた。また、都市
化が進んだ千代田区では、老朽化した市街地の機能更新が喫緊の課題となっていることから、平成 30年度より
マスタープランの改定作業に着手をしてる。また、緑の基本計画、駐車場整備計画の改定も予定されています。
本年４月１日から、区は地域における景観行政を担う景観行政団体へ移行した。景観法に基づき、景観行政団体
として景観行政を推進するために、今後、景観計画の策定が必要であり、都市計画マスタープランの改定や諸
計画との関連を確認しながら、その進捗状況等を確認していく必要がある。皇居を擁する本区にふさわしく、
かつ地域の方々の意見や諸課題を踏まえたまちづくり及び都市景観について、精力的かつ詳細な調査を行うた
め、特別委員会の設置。〈設置理由要旨〉

　千代田区は、江戸開府以来の長きにわたり、政治・経済・文化の中心として発展し、郷土の歴
史を伝える文化財や歴史的資料、伝統工芸など数多くの文化資源を有している。この貴重な文化
資源が時代の変遷の中にあっても滅失や散逸等、価値を損なわずに保存・活用され、次代を担う人々
に正しく継承していくことが区の責務であります。しかしながら、平成 31年度当初予算審議にお
いて、長年にわたり文化財台帳が未整備であったことや、資料などの温湿度管理が一部不適切で
あり、適正な保管をするための設備が十分でないことなどの関連事項の予算執行に対する附帯決
議が全員一致で議決した。また、「教育と文化のまち千代田区宣言」を踏まえ、区民の財産であり、
貴重な文化財の本質的な価値が毀損されないよう、計画的に有形、無形を含めた現状の把握を行い、
文化財に係る専門的知見を有する学識経験者や学芸員などの人材確保や収蔵設備の再整備、文化
財の利活用の促進など、全庁的に取り組むことが不可欠であり特別委員会を設置。〈設置理由要旨〉

　近年、東日本大震災や熊本地震、台風による土砂災害、水害など、多くの自然災害が発生し、
日常生活や社会基盤に甚大な被害をもたらし、復旧・復興が大きな課題となっている。また、災
害発生時に避難行動や避難生活において特別な援助や支援が必要な高齢者や障害者など、要配慮
者への適切な対応や、復旧・復興に当たって長期化する避難生活や生活再建に至る段階での特別
なニーズがクローズアップされてきている。さらには、災害時に福祉施設が入所者や利用者に必
要なサービスを提供するための対策も大きな課題となっている。
　千代田区では平成30年に千代田区災害対策事業計画（2018 ～ 2024年度）を策定し、風水害対策、
火山対策を新たに施策目標に加え減災のまちづくりを進めており、女性や災害時要配慮者に配慮
した備蓄物資の整備にも力を入れている。しかし、避難行動、長期間の避難生活、避難生活終了
後の生活再建の各段階における課題や災害時要配慮者のニーズの把握と必要な支援及び避難所の
あり方についても検討し、対策を講じていく必要があり、特別委員会を設置。〈設置理由要旨〉
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千代田区議会における決算審査の流れ

決算特別委員会（定員25名）

平成30年度千代田区各会計歳入歳出決算の審査意見
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都民ファースト千代田区議会
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議長

地方自治法第 233 条第 2 項の規定により、平成 30 年度千代田区
各会計歳入歳出決算書、同各会計歳入歳出決算事項別明細書、同
各会計実質収支に関する調書、同財産に関する調書及び関係書類
を審査した結果、次の通り意見を付します。
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平成30年度各会計決算の審査を3
つの分科会（企画総務分科会、地
域文教分科会、保健福祉分科会）
での分割調査を行いました。調査
した後に、全議員で構成される総
括質疑で、735億円余の平成30年
度予算の執行率など各会計決算の
審査を行います。
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河合良郎 嶋崎秀彦
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千代田区監査委員　桜井ただし


